
ウクライナから避難してきたご家

族に古着やマスクを送りました 
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「悲しんでおられる神」            秋田郁美 

 エルサレムに近づき、都が見えたとき、イエスはその都のために泣いて、言われ

た。「もしこの日に、お前も平和への道をわきまえていたなら・・・。しかし今は、 

それがお前には見えない。やがて時が来て、敵が周りに堡塁を築き、お前を取り巻い

て四方から攻め寄せ、お前とそこにいるお前の子らを地にたたきつけ、お前の中の石

を残らず崩してしまうだろう。それは、神の訪れてくださる時をわきまえなかったか

らである。」                    ルカ 19：41～44 

 連日伝えられるウクライナでの惨劇に心を痛めている人が多いことでしょう。徐々

に明らかになるロシア軍の非人道的で残酷な行為に、人間というのは今も昔も変わら

ずこんなにも愚かな者なのだ、と恐怖を感じています。世界中でウクライナのために祈

りが捧げられています。なぜ、神は何もしてくださらないのか、とむなしさを感じてい

る人も多いのではないでしょうか。 

 冒頭の聖句は、イエスさまがエルサレムの神殿を見て、やがてそれが戦争によって破

壊されることを預言して(エルサレムの第二神殿は紀元 70 年にローマ軍の攻撃によっ

て破壊された)泣かれた、という場面です。今のウクライナの状況も、神は悲しんでい

ることでしょう。しかし今は、神はその全能の力を制御され、人間に自由意志を与えら

れたので、この世界のシステムに任せています。次に神がその力を働かせるのは、この

世界が終わり、新しい天と地が造られる時だと思います。それまで、神は人の心が変え

られて神に立ち帰るのを忍耐し、悲しみながら待っておられます。 

 苦しみの中にあって、永遠の命の希望が支えとなると信じます。私たちは、人の心に

働いてくださる神の力を信じて祈り続けます。日本で暮らす私たちのこの平和が決し

てあたりまえのことではないことがよく分かりました。安心して眠れること、食べる物

があることに感謝します。マリウプリの市長の言葉でしょうか。ネットで「神に祈るの

をやめてください。祈りではなくて助けて下さい。」と訴えていました。その気持ちも

分かります。でも私たちは祈ることをやめません。イエス・キリストは必ず再臨されま

す。約 2000 年前、復活と昇天がありました。私たちはその時と、再臨の間を生きてい

るのです。時をわきまえて、一人でも多くの人が永遠の命を得ることを祈ります。 
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4月役員会決定事項 

・３月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・教会外壁と屋根のメンテナンス工事が 4月 18日より始まる。外壁の色は現在の色になるべく近いも

のを役員で選んで決定する。 

・今年度より馬場一朗師は町田の担当ではなくなり、教会担当教師は秋田郁美師 1人となった。合わ

せて教団内の位置づけとして、伝道所から第 1種教会に変更することを 5月の教会総会の議案とす

る。承認されれば教団に申請し、6月の教団総会で承認を得る。 

・5月 9日(月)に開催予定の東部教区会はコロナの状況をみて 4月 25日ごろ決定される。当教会から 

の出席者はその時点で決める。 

・4月 21日（木）の祈祷会は牧師都合により休会とする。 

 

 

               

 

 


